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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流動性を有する内容物を収納する容器本体（１）と、該容器本体（１）の口筒部（２）
に設けられて内容物を注出するノズル（７）と、該ノズル（７）から注出される内容物を
塗布対象に塗布する塗布体（２０）を備えると共に前記口筒部（２）に対して着脱可能に
取り付けられた塗布栓（１０）と、前記容器本体（１）の頭部に被嵌して前記ノズル（７
）及び前記塗布栓（１０）を覆うオーバーキャップ（６０）と、を備え、
　前記塗布栓（１０）が、ノズル（７）が挿入される貫通孔（２１）を有する塗布体（２
０）と、該塗布体（２０）を係止する係止部材（３０）と、該係止部材（３０）との間に
前記塗布体（２０）を挟み込んで保持すると共に前記口筒部（２）に対して螺合により着
脱可能な螺合部材（４０）とを有する塗布容器であって、
　前記係止部材（３０）と前記螺合部材（４０）とは、二重壁構造からなる前記螺合部材
（４０）の内側壁（４１）と外側壁（４２）との間に前記係止部材（３０）の側壁（３１
）が挿入され、前記係止部材（３０）の側壁（３１）の内面に円弧状に突設された複数の
第１係止凸部（３４）が、前記螺合部材（４０）の内側壁（４１）の外面（４１Ｂ）に円
弧状に突設された複数の第２係止凸部（４１ｂ）を下方に乗り越えることで互いに係止し
合うように構成され、前記第２係止凸部（４１ｂ）の中心角（θ２）を、周方向に隣接す
る一方の第１係止凸部（３４）と他方の第１係止凸部（３４）との間に形成される周方向
の間隙（α）の中心角（θα）よりも大きくしたことを特徴とする塗布容器。
【請求項２】
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　流動性を有する内容物を収納する容器本体（１）と、該容器本体（１）の口筒部（２）
に設けられて内容物を注出するノズル（７）と、該ノズル（７）から注出される内容物を
塗布対象に塗布する塗布体（２０）を備えると共に前記口筒部（２）に対して着脱可能に
取り付けられた塗布栓（１０）と、前記容器本体（１）の頭部に被嵌して前記ノズル（７
）及び前記塗布栓（１０）を覆うオーバーキャップ（６０）と、を備え、
　前記塗布栓（１０）が、ノズル（７）が挿入される貫通孔（２１）を有する塗布体（２
０）と、該塗布体（２０）を係止する係止部材（３０）と、該係止部材（３０）との間に
前記塗布体（２０）を挟み込んで保持すると共に前記口筒部（２）に対して螺合により着
脱可能な螺合部材（４０）とを有する塗布容器であって、
　前記係止部材（３０）と前記螺合部材（４０）とは、二重壁構造からなる前記螺合部材
（４０）の内側壁（４１）と外側壁（４２）との間に前記係止部材（３０）の側壁（３１
）が挿入され、前記係止部材（３０）の側壁（３１）の外面に円弧状に突設された複数の
第１係止凸部（３４）が、前記螺合部材（４０）の外側壁（４２）の内面（４２Ａ）に円
弧状に突設された複数の第２係止凸部（４１ｂ）を下方に乗り越えることで互いに係止し
合うように構成され、前記第２係止凸部（４１ｂ）の中心角（θ２）を、周方向に隣接す
る一方の第１係止凸部（３４）と他方の第１係止凸部（３４）との間に形成される周方向
の間隙（α）の中心角（θα）よりも大きくしたことを特徴とする塗布容器。
【請求項３】
　口筒部（２）内にバックレス弁（５０）を備える請求項１又は２記載の塗布容器。
【請求項４】
　オーバーキャップ（６０）の下面に、塗布体（２０）の貫通孔（２１）に挿入された前
記ノズル（７）の先端に形成されている注出孔（７ｄ）を封止する封止栓（６３）を垂下
設した請求項１乃至３のいずれか一項に記載の塗布容器。
【請求項５】
　塗布体（２０）を、軟質多孔質体、ブラシ又は櫛歯のいずれかで形成した請求項１乃至
４のいずれか一項に記載の塗布容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗布部を介して流動性を有する内容物を塗布する塗布容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　流動性を有する乳液等の化粧料や薬液などの内容物を収容し、容器本体側の胴部をスク
イズすることによって注出された内容物を塗布ヘッドを介して塗布する塗布容器は、手を
汚さずに内容物を塗布することができる点で便利である。このような塗布容器では、塗布
ヘッドにフェルト、スポンジ等などからなる気泡構造体（軟質多孔質体ともいう。）を使
用することにより、内容物をスムースに塗布できるようになっている（例えば、特許文献
１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－９０９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記特許文献１に記載された塗布容器においては、塗布ヘッドが、塗布ヘッド
皿の側壁に一体的に設けられた抜け止め用の係止片によって係止される構成である。この
ため、塗布部を取り外し、内容物を口筒部から直接皮膚に塗布することが不可能であった
。
　また塗布ヘッドが乾燥すると、内容物がこびり付いて気泡構造体（軟質多孔質体）から
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なる塗布ヘッドの劣化が促進されやすくなるため、塗布ヘッドを容易に洗浄できるように
する構成が望まれている。
【０００５】
　本発明は、上記した従来技術における問題点を解消すべく、容器本体の口筒部から塗布
部（塗布ヘッド）を容易に取り外して内容物を直接塗布することができると共に、塗布部
の洗浄を簡単に行えるようにした塗布容器を創出することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するための手段のうち、本発明の主たる構成は、流動性を有する内容物
を収納する容器本体と、この容器本体の口筒部に設けられて内容物を注出するノズルと、
このノズルから注出される内容物を塗布対象に塗布する塗布体を備えると共に口筒部に対
して着脱可能に取り付けられた塗布栓と、容器本体の頭部に被嵌してノズル及び塗布栓を
覆うオーバーキャップと、を備え、
　塗布栓が、ノズルが挿入される貫通孔を有する塗布体と、塗布体を係止する係止部材と
、係止部材との間に塗布体を挟み込んで保持すると共に口筒部に対して螺合により着脱可
能な螺合部材とを有する塗布容器であって、
　係止部材と螺合部材とは、二重壁構造からなる螺合部材の内側壁と外側壁との間に係止
部材の側壁が挿入され、係止部材の側壁の内面に円弧状に突設された複数の第１係止凸部
が、螺合部材の内側壁の外面に円弧状に突設された複数の第２係止凸部を下方に乗り越え
ることで互いに係止し合うように構成され、第２係止凸部の中心角を、周方向に隣接する
一方の第１係止凸部と他方の第１係止凸部との間に形成される周方向の間隙の中心角より
も大きくしたことを特徴とする、と云うものである。
　あるいは、流動性を有する内容物を収納する容器本体と、この容器本体の口筒部に設け
られて内容物を注出するノズルと、このノズルから注出される内容物を塗布対象に塗布す
る塗布体を備えると共に口筒部に対して着脱可能に取り付けられた塗布栓と、容器本体の
頭部に被嵌してノズル及び塗布栓を覆うオーバーキャップと、を備え、
　塗布栓が、ノズルが挿入される貫通孔を有する塗布体と、塗布体を係止する係止部材と
、係止部材との間に塗布体を挟み込んで保持すると共に口筒部に対して螺合により着脱可
能な螺合部材とを有する塗布容器であって、
　係止部材と螺合部材とは、二重壁構造からなる螺合部材の内側壁と外側壁との間に係止
部材の側壁が挿入され、係止部材の側壁の外面に円弧状に突設された複数の第１係止凸部
が、螺合部材の外側壁の内面に円弧状に突設された複数の第２係止凸部を下方に乗り越え
ることで互いに係止し合うように構成され、第２係止凸部の中心角を、周方向に隣接する
一方の第１係止凸部と他方の第１係止凸部との間に形成される周方向の間隙の中心角より
も大きくしたことを特徴とする、と云うものである。
【０００７】
　本発明の主たる構成では、塗布栓を容器本体から取り外さない場合には内容物を塗布体
を介して塗布対象に塗布することができる。また塗布体を有する塗布栓を口筒部から取り
外した場合には、塗布対象に対して内容物を容器本体から直接塗布することができる。
　また塗布栓を口筒部から容易に取り外すことが可能となるため、塗布体の洗浄を簡単に
行うことができるようになる。
【０００９】
　また主たる構成では、確実に保持した塗布栓を、口筒部に対して着脱可能に連結するこ
とを達成し得る。
【００１２】
　さらに主たる構成では、所謂アンダーカット結合により係止部材と螺合部材とを容易に
連結し得ると共に、連結後の分離を阻止して塗布体の離脱を確実に防止し得る。
【００１３】
　また本発明の他の構成は、主たる構成に、口筒部内にバックレス弁を備える、との構成
を加えたものである。
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【００１４】
　上記構成では、口筒部内に残留している内容物が、容器本体内に吸い込まれて戻ること
を防止し得る。
【００１５】
　また本発明の他の構成は、上記いずれかの構成に、オーバーキャップの下面に、塗布体
の貫通孔に挿入されたノズルの先端に形成されている注出孔を封止する封止栓を垂下設し
た、との構成を加えたものである。
【００１６】
　上記構成では、オーバーキャップで容器本体の頭部を被嵌した状態において胴部をスク
イズしたとしても内容物が塗布体側に漏れ出すことを防止し得る。
【００１７】
　また本発明の他の構成は、上記いずれかの構成に、塗布体を、軟質多孔質体、ブラシ又
は櫛歯のいずれかで形成した、との構成を加えたものである。
【００１８】
　上記構成では、内容物の種類に応じた適切な塗布方法を提供し得る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、上記した構成となっているので、以下に示す効果を奏する。
　容器本体の頭部に塗布体がセットされており、オーバーキャップを外すだけで内容物を
即座に塗布することができるため、携行性を向上させることができる。
　また塗布栓を容器本体から取り外さない場合には塗布体を介して塗布対象に塗布するこ
とができ、また塗布体を有する塗布栓を口筒部から取り外した場合には塗布対象に対して
内容物を容器本体から直接塗布することができる。
　また塗布栓を口筒部から容易に取り外すことが可能となるため、塗布体の洗浄を簡単に
行うことができる。
　さらに塗布栓を着脱自在としたことから、内容物を使い切った後に、空の容器本体を新
しい容器本体１に交換して使用するレフィル容器とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施例を示す塗布容器の縦断面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線における拡大断面図である。
【図３】容器本体から塗布栓を取り外した状態を示す塗布容器の縦断面図である。
【図４】オーバーキャップを取り外した状態を示す塗布栓の縦断面図である。
【図５】本発明の第２実施例を示す塗布容器の縦断面図である。
【図６】本発明の第３実施例を示す塗布容器の縦断面図である。
【図７】本発明の第４実施例を示す塗布容器の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。
　図１は本発明の第１実施例を示す塗布容器の縦断面図、図２は図１のＩＩ－ＩＩ線にお
ける拡大断面図、図３は容器本体から塗布栓を取り外した状態を示す塗布容器の縦断面図
、図４はオーバーキャップを取り外した状態を示す塗布栓の縦断面図である。なお、図２
では係止部材３０及び螺合部材４０を実線で示し、それよりも中心側に位置するノズル７
、バックレス弁５０、口筒部２及び外縁側に位置するオーバーキャップ６０を破線で示し
ている。
【００２２】
　本発明の塗布容器は、流動性を有する内容物、例えば乳液などの化粧料や薬液、あるい
は調理用油（サラダ油、オリーブオイル等）などを収容し、皮膚や調理器具（例えばフラ
イパン）の表面等の塗布対象に塗布するための容器であり、主として、注出用のノズル７
を備えてスクイズ可能な容器本体１と、塗布対象に接触して内容物を塗布する塗布体２０
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を備えた塗布栓１０と、容器本体１の頭部に被嵌されてノズル７及び塗布栓１０を覆い隠
すオーバーキャップ６０とを有し、全体が合成樹脂材により形成されている。
【００２３】
　容器本体１としてはチューブ容器やスクイズ容器などが代表されるが、押圧操作により
胴部４が容易に変形して内部の内容物を注出できるタイプの容器であればこれらの容器に
限定されるものではない。
　容器本体１は肩部３上に立設された口筒部２を有し、この口筒部２の外周面には螺条２
ａが刻設されている。口筒部２内の底部には肩部３から連続する弁座部５が形成されてお
り、この弁座部５の中央には小径からなる吐出口６が穿設されている。
【００２４】
　ノズル７は、フランジ７ｃの下側に口筒部２内に挿入される短筒状の基部７ｂが形成さ
れ、またフランジ７ｃより上側には先端に向かって縮径状に形成されたノズル本体７ａを
有して構成され、このノズル本体７ａの先端には注出孔７ｄが形成されている。
【００２５】
　塗布栓１０は塗布対象に対して内容物を塗布する塗布体２０と、この塗布体２０を係止
する係止部材３０と、この係止部材３０との間に塗布体２０を挟み込んで保持すると共に
口筒部２の螺条２ａに対して螺合により着脱可能な螺合部材４０とを有して構成されてい
る。
【００２６】
　第１実施例に示す塗布体２０は、例えば発泡ウレタンやゴムなどの軟質多孔質体から構
成された略円柱状の部材である。塗布体２０の中央にはノズル本体７ａが挿入される貫通
孔２１が形成され、塗布体２０の側面の下方の位置にはリング状から成る係止溝２２が形
成されている。塗布体２０は、その上端部２３を皮膚などの塗布対象に押し当てる状態で
使用され、ノズル７の注出孔７ｄから注出される流動性の内容物を塗布対象に導いて塗布
するものである。
【００２７】
　係止部材３０は略円筒状の部材であり、側壁３１の内面のほぼ中央の高さ位置には中心
に突出する複数の支持部３２が設けられ、これら複数の支持部３２の先端には略環状から
成る係止リング３３が連結されている。そして、この係止リング３３が塗布体２０の側面
に形成された係止溝２２を係合することで塗布体２０を係止することが可能となっている
。なお、係止リング３３の内径寸法は、塗布体２０の側面に形成された係止溝２２の外径
寸法よりも僅かに小さく形成されており、塗布体２０が係止リング３３に対して径方向外
側に向かって付勢状態で挿入されていることにより外れ難くなっている。
【００２８】
　係止部材３０の側壁３１内面の下方の位置には、円弧状から成る第１係止凸部３４が突
設されている。図２に示すように、第１係止凸部３４は一定の中心角を有し、側壁３１内
面の複数の箇所（図２では４箇所）に周方向に一定の間隔を有して配置されている。
【００２９】
　図１に示すように、螺合部材４０は、略円筒状からなる内側壁４１と外側壁４２とを有
する二重壁構造の部材であり、内側壁４１と外側壁４２とは下端側のフランジ部４３にお
いて連結されている。フランジ部４３の下端は外側壁４２が側方に突出したスカート部４
４となっている。内側壁４１の内面４１Ａには口筒部２の螺条２ａと螺合する螺条４１ａ
が形成され、上端には中央が丸く穴が開いた円盤状の天板４１Ｃが連設されている。天板
４１Ｃの上面は塗布体２０の底面を支持する部分であり、上面を粗面処理することにより
塗布体２０の位置ずれを防止している。
【００３０】
　内側壁４１の外面４１Ｂと外側壁４２の内面４２Ａとが径方向に対向する部分には略円
筒状から成る隙間Ｓが形成されている。図２に示すように、内側壁４１の外面４１Ｂには
円弧状から成る第２係止凸部４１ｂが円筒状の隙間Ｓ内に突設している。第２係止凸部４
１ｂは一定の中心角θ２を有して形成され、内側壁４１の外面４１Ｂの複数の箇所（図２
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では４箇所）に周方向に一定の間隔を有して配置されている。
【００３１】
　塗布体２０を係止した係止部材３０は、その側壁３１の下端を螺合部材４０の内側壁４
１と外側壁４２との間に形成される円筒状の隙間Ｓ内に下方に向けて挿入され、このとき
係止部材３０側の第１係止凸部３４が螺合部材４０側の第２係止凸部４１ｂを下方に乗り
越えることによって互い係合し合う構成である（アンダーカット係止）。
【００３２】
　第２係止凸部４１ｂの中心角θ２は、周方向に隣接する一方の第１係止凸部３４と他方
の第１係止凸部３４との間に形成される周方向の間隙αの中心角θαよりも大きな角度で
形成されている。これにより、第１係止凸部３４と第２係止凸部４１ｂとは互いに周方向
に位置決めしなくても係止状態にすることが可能であるため、この点で係止部材３０と螺
合部材４０とのセット性及び生産性を向上させることができる。また第１係止凸部３４と
第２係止凸部４１ｂとが周方向に位置ずれしても両者の係止状態は解除されることがなく
、係止部材３０は螺合部材４０から分離不能となる。またこの状態では、塗布体２０はそ
の底部が係止部材３０と螺合部材４０の天板４１Ｃとの間に挟み込まれて保持されること
になる。
【００３３】
　図１に示すように、口筒部２内にはバックレス弁５０が設けられている。バックレス弁
５０は、円筒状の弁基部５１と、この弁基部５１の底部側に連結された肉薄変形部５２と
、この肉薄変形部５２を支点として揺動する円板状の弁体５３とにより構成される。バッ
クレス弁５０は弁基部５１を口筒部２の内壁に嵌入され、弁体５３が弁座部５に形成され
ている吐出口６を開閉自在に仕切っている。バックレス弁５０は、口筒部２側から容器本
体１の胴部４側へ吐出口６を塞ぐように可動する。したがって、胴部４内が負圧になった
ときに、口筒部２内に残留していた内容物の容器本体１内への吸い込みを防止することが
可能となっている。
【００３４】
　オーバーキャップ６０は、側壁６１の上に頂壁６２を有する有頂筒状の部材であり、頂
壁６２の下面には管状の封止栓６３が垂下設され、側壁６１の底部には係止片６４が形成
されている。そして、図１に示すようにオーバーキャップ６０を容器本体１の頭部に被嵌
して塗布体２０を備えた塗布栓１０を覆うと、側壁６１の係止片６４が塗布体２０を構成
する螺合部材４０の外側壁４２の外面に形成されている被係止部４２ｂに係合して保持さ
れる。同時に、封止栓６３が塗布体２０の貫通孔２１に挿入され、封止栓６３の先端がノ
ズル本体７ａを外装して注出孔７ｄを封止することにより、内容物が漏れ出ることを防止
することができるようになっている。
【００３５】
　またオーバーキャップ６０を持ち上げると、係止片６４と被係止部４２ｂとの間の係合
が解除されるので、容器本体１の頭部に設けられた塗布栓１０を露出させることができる
。同時に、封止栓６３によるノズル本体７ａの外装も解除されるので、注出孔７ｄを開放
することができる。
　よって、使用者が胴部４をスクイズして胴部４内の内圧を増大させると、弁体５３が押
し上げられて吐出口６が開かれるので、流動性の内容物を容器本体１内から吐出口６、口
筒部２を介してノズル７の先端から塗布体２０に注出させることができる。よって、使用
者は塗布体２０の上端部２３を、例えば皮膚の表面等の塗布対象に接触させながら摺動さ
せることにより、内容物を塗布することが可能となる。
【００３６】
　内容物が乳液等の化粧料である場合には、パフ等の塗布体２０と乳液等が収納する容器
本体１を夫々別々に用意する必要があるが、上記塗布容器では塗布体２０が容器本体１の
頭部に一体的に収納されているので携行に便利とすることができる。また使用者は、オー
バーキャップ６０を外して胴部４をスクイズするだけでよいので、塗布体２０と容器本体
１とが別々の構成に比較して簡単に塗布することができるようになる。しかも塗布栓１０
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は容器本体１に対し、螺合部材４０を介して螺合により着脱可能に連結されているため、
塗布体２０の上端部２３を塗布対象に当接させた状態で塗布している途中に、塗布体２０
が係止部材３０と螺合部材４０との間に保持された状態にある塗布栓１０から外れてしま
うことがない。
【００３７】
　また上述したように塗布栓１０を構成する螺合部材４０は口筒部２に対し螺合により着
脱可能に連結されているので、塗布栓１０を容器本体１から取り外したいときには、塗布
栓１０を回転させるという簡単な操作により容易に取り外すことが可能である（図３参照
）。よって、容器本体１内の内容物を、ノズル７の先端の注出孔７ｄから塗布対象に向け
て直接注出することができる。
【００３８】
　また図４に示すように、図３に示す状態からさらにオーバーキャップ６０を取り外すこ
とにより、塗布体２０を露出させることができるので、塗布体２０を容易に洗浄すること
が可能となる。
【００３９】
　さらに内容物を使い切った後には、塗布栓１０を空の容器本体１から取り外して新しい
容器本体１に交換することにより、レフィル容器として使用することも可能である。
【００４０】
　次に、本発明の他の実施例について説明する。
　図５は本発明の第２実施例を示す塗布容器の縦断面図、図６は本発明の第３実施例を示
す塗布容器の縦断面図、図７は本発明の第４実施例を示す塗布容器の縦断面図である。
【００４１】
　第２実施例として図５に示す塗布容器が、上記第１実施例の塗布容器と異なる点は、主
としてバックレス弁５０を有しない構成を採用した点、容器本体１の具体例としてチュー
ブ容器を使用した点、及び口筒部２内の底部に弁座部５及び吐出口６を有しない点にあり
、その他の構成は上記第１実施例と同様である。このように、バックレス弁５０を有しな
い塗布容器とすることもできる。
【００４２】
　次に、第３実施例として図６に示す塗布容器が、上記第１実施例の塗布容器と異なる点
は、主としてノズル７及びバックレス弁５０の構成にある。
　第３実施例に示す塗布容器では、ノズル７の基部７ｂが口筒部２と一体に形成されてい
る。またバックレス弁５０は、口筒部２の内壁内に嵌入される円筒状の弁基部５１、弁座
部５５上に着座される円板状の弁体５３、弁基部５１及び弁体５３の間を結ぶ複数本の弾
性的に変形可能な連結体５４、弁基部５１の底部に形成された弁座部５５及び弁基部５１
の穿設された吐出口５６を有して構成されている。バックレス弁５０は、容器本体１を構
成するチューブ容器の下端側から胴部４内に挿入され、弁基部５１の下端を口筒部２の下
端に延設された係止部２ｂによって係止することにより保持されている。
【００４３】
　この第３実施例の場合では、連結体５４は弾性材料又は可撓性材料から成り、これを弁
基部５１の上縁部と弁体５３との間で、螺旋状又は直線状に交差するように位置をずらし
て配設し、容器本体１をスクイズした際、押し出される内容物により連結体５４が弾性変
形する構造になっている。即ち、可動側の弁体５３が固定側となる弁基部５１の上縁部に
近づくように変形し、これにより弁体５３が弁座部５５から離れ、結果としてバックレス
弁５０の吐出口５６が開くようになっている。
　なお、オーバーキャップ６０の頂壁６２の下面には、ピン状の封止栓６３が垂下設され
ており、この封止栓６３の先端がノズル７先端の注出孔７ｄ内に挿入されて封止すること
により、内容物が漏れ出ることを防止することができるようになっている。
【００４４】
　次に、第４実施例として図７に示す塗布容器が、上記第３実施例の塗布容器と異なる点
は、主として塗布体２０の構成にあり、その構成は上記第３実施例と同様である。
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　第４実施例に示す塗布容器では、塗布体２０が軟質多孔質体の代わりにブラシ２４で構
成されている。ブラシ２４は、中央に穴を有する円盤状の基台２４Ａ上に多数のブラシ片
２５を植設することにより形成されている。
　ブラシ２４は、基台２４Ａを螺合部材４０のフランジ部４３上に載置した後、係止部材
３０を螺合部材４０の外側壁４２の内壁に嵌入させ、係止部材３０の下端で基台２４Ａの
周縁部を押さえ付けることにより保持されている。
【００４５】
　第４実施例では、例えば、染み抜き液、白髪染め液、糊液等の流動性を有する内容液を
収納するスクイズ性を有する容器本体１の上端口筒部２にブラシ２４を取付け、この容器
本体１の胴部４を押圧することにより、内容液をブラシ片２５に吐出供給し、そのままこ
のブラシ片２５により内容液を所望の塗布対象に塗布することができるようになる。
【００４６】
　以上、実施例に沿って本発明の構成とその作用効果について説明したが、本発明の実施
の形態は上記実施例に限定されるものではない。
　例えば、上記実施例では、第１係止凸部３４を係止部材３０の側壁３１の内面に、第２
係止凸部４１ｂを螺合部材４０の内側壁４１の外壁４１Ｂに夫々設けた構成を示して説明
したが、本発明の実施の形態は上記実施例に限定されるものではなく、第１係止凸部３４
を係止部材３０の側壁３１の外面に、第２係止凸部を螺合部材４０の外側壁４２の内面４
２Ａに設ける構成としてもよい。
【００４７】
　また上記実施例では、塗布栓１０と容器本体１の口筒部２との着脱を螺合による構成を
示して説明したが、これに代えて、例えば塗布栓１０と口筒部２の一方に形成されたバヨ
ネット用突起と他方に形成されたバヨネット用溝とによるバヨネット係合など、塗布する
ときには塗布栓１０が外れることがなく、塗布栓１０を外したいときには簡単な操作で外
すことが可能な構成であれは螺合に限定されるものでない。
【００４８】
　また上記実施例では、オーバーキャップ６０と塗布栓１０との連結を係止片６４と被係
止部４２ｂが係合することで保持される構成を示して説明したが、本発明の実施の形態は
上記実施例に限定されるものではなく、ネジ構造により螺合する構成などその他の構成で
あってもよい。
【００４９】
　また上記第４実施例では、塗布体２０として、軟質多孔質体の代わりにブラシ２４を設
けた場合を示して説明したが、塗布体２０は櫛歯などとすることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、容器本体側の胴部をスクイズすることによって注出される内容物を、塗布部
を介して塗布する塗布容器の分野における用途展開をさらに広い領域で図ることができる
。
【符号の説明】
【００５１】
１　　：　容器本体
２　　：　口筒部
３　　：　肩部
４　　：　胴部
５　　：　便座片
６　　：　吐出口
７　　：　ノズル
７ａ　：　ノズル本体
７ｂ　：　基部
７ｃ　：　フランジ
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７ｄ　：　注出孔
１０　：　塗布栓
２０　：　塗布体
２１　：　貫通孔
２２　：　係止溝
２３　：　塗布体の上端部
２４　：　ブラシ
２５　：　ブラシ片
３０　：　係止部材
３１　：側壁
３２　：　支持部
３３　：係止リング
３４　：　第１係止凸部
４０　：　螺合部材
４１　：　内側壁
４１Ａ：　内側壁の内面
４１Ｂ：　内側壁の外面
４１Ｃ：　天板
４１ａ：　螺条
４１ｂ：　第２係止凸部
４２　：　外側壁
４２Ａ：　外側壁の内面
４２ｂ：　被係止部
４３　：　フランジ部
４４　：　スカート部
５０　：　バックレス弁
５１　：　弁基部
５２　：　肉薄変形部
５３　：　弁体
５４　：　連結体
５５　：　便座片
５６　：　吐出口
６０　：　オーバーキャップ
６１　：　側壁
６２　：　頂壁
６３　：　封止栓
６４　：　係止片
Ｓ　　：　円筒状の隙間
α　　：　周方向の間隙
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